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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

「西脇市地域福祉計画」の策定にあたり、地域で活動をされている団体に、地域での活動を通

じて、日頃感じている地域福祉に関する課題や他団体等との連携の状況を把握し、計画策定の基

礎資料として、調査を実施するものです。 

 

２ 調査対象 

西脇市内の民生委員児童委員、ボランティア団体、地域活動団体 

 

３ 調査期間 

平成 30年 11月から平成 30年 12月 

 

４ 調査方法 

直接配布・回収 

 

５ 回収状況 

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

民生委員児童委員 9 通 9 通 100.0％ 

ボランティア団体 35 通 16 通 45.7％ 

地域活動団体 11 通 11 通 100.0％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 民生委員児童委員 

 

（１）日ごろの活動・業務について 

問１ 貴団体は、どのような活動を行っていますか。（あてはまるすべてに○） 

「高齢者を対象とした福祉活動」、「障害のある方を対象とした福祉活動」が 8 件、「子育て支

援」が 7件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

高齢者を対象とした福祉活動

障害のある方を対象とした福祉
活動

子育て支援

青少年育成・支援

地域の清掃・美化

防犯・地域の安全活動

防災活動

さまざまな人々が交流できる居
場所づくり

自助グループ、相互援助グ
ループ

その他

無回答

88.9

88.9

77.8

66.7

0.0

44.4

55.6

55.6

22.2

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問２ 日頃活動を行っているメンバーは何人ですか。 

「10～29人」が 6件、「10人未満」が 3件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 日ごろ活動を行っているメンバーの年齢層は何歳代が中心ですか。「最も多い年

代」と「次に多い年代」を次から選び、下の回答欄に数字を記入してください。 

①最も多い年代 

「60代」が 7件、「40代」、「70代」が 1件となっています。 

 

 

 

 

 

 

②次に多い年代 

「70代」が 4件、「50代」が 3件、「60代」が 1件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 貴団体は、活動を始めてからどれくらいになりますか。通算の年数でお答えくだ

さい。（１つに○） 

「10年以上」が 8件、「１年以上３年未満」が 1件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

10人未満 10～29人 30～49人 50～99人

100 ～299 人 300 人以上 無回答

N =

　 9 33.3 66.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

N =

　 9 11.1 77.8 11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

N =

　 9 33.3 11.1 44.4 11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上 わからない

無回答

N =

　 9 11.1 88.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５ 貴団体が、活動を行う上で困っていることは、次のどれですか。 

（あてはまるすべてに○） 

「役員のなり手がない」が 7件、「メンバーが高齢化している」が 5件、「後継者が育たない」、

「専門知識が不足している」が 4件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

一緒に活動するメンバーが少な

い、不足している

メンバーが高齢化している

役員のなり手がない

後継者が育たない

活動のための場所の確保が難
しい

活動のための資金の確保が難

しい

行政との連携が取りにくい

同じ分野・活動内容の個人・団

体とのネットワークがない

異なる分野・活動内容の個人・
団体とのネットワークがない

地域の情報が得にくい

専門知識が不足している

活動内容の情報発信が十分で

きていない

その他

特にない

無回答

22.2

55.6

77.8

44.4

11.1

11.1

22.2

0.0

0.0

22.2

44.4

22.2

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問６ 地域活動を行う上で、行政にどのような支援を求めますか。 

（あてはまるものに３つまで○） 

「活動の担い手となる人材の育成」が 3件、「活動の場所の確保に関する支援」、「人的な支援」、

「団体や組織間の連携支援」が 2件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

活動の担い手となる人材の育
成

活動の場所の確保に関する支
援

活動費などの経済的な支援

人的な支援

団体や組織間の連携支援

先進的な活動事例の紹介

専門性を持った人材や団体の
紹介

地域情報の提供

情報発信に関する支援

活動について相談できる機会の
充実

住民への地域福祉に関する意
識の啓発

その他

特にない

無回答

33.3

22.2

11.1

22.2

22.2

11.1

22.2

22.2

22.2

11.1

22.2

0.0

11.1

0.0

0 10 20 30 40 50
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問７ 貴団体は、日頃の活動において必要な情報をどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「民生委員・児童委員」が 8 件、「社会福祉協議会の窓口、広報紙」が 7 件、「友人、隣近所」

が 6件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

友人、隣近所

市役所の窓口

市の広報紙、ホームページ

社会福祉協議会の窓口、広報
紙

在宅介護支援センター

障害者相談支援事業所

ケアマネジャーやホームヘル
パー

医療機関

民生委員・児童委員

新聞、雑誌、テレビ、ラジオ

インターネット

その他

特にない

無回答

66.7

55.6

33.3

77.8

22.2

11.1

22.2

0.0

88.9

22.2

11.1

11.1

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問８ 貴団体は、市の子ども、高齢者、障害のある方などの福祉に関する情報を入手で

きていますか。（１つに○） 

「ほぼ入手できている」が 7件、「ほとんど入手できていない」が 2件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 市からの情報の入手について、どのように感じていますか。 

（あてはまるすべてに○） 

「情報量が少ない」、「特に問題は感じていない」が 3件、「情報伝達が遅い」、「情報の内容がわ

かりにくい」が 2件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入手できている ほぼ入手できている

ほとんど入手できていない 無回答

N =

　 9 77.8 22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 9 ％

情報量が少ない

情報伝達が遅い

情報の内容がわかりにくい

視覚障害のある方への音声
コードなど、適切な媒体を通し
ての情報提供が少ない

どこで情報を入手すればよいか
わからない

その他

特に問題は感じていない

無回答

33.3

22.2

22.2

11.1

22.2

11.1

33.3

0.0

0 10 20 30 40 50
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（２）地域の生活課題について 

問 10 ふだんの活動を通じて感じている地域の課題には、どのようなことがあります

か。（あてはまるすべてに○） 

「地域文化の伝承」が 7件、「異なる世代との交流」、「在宅高齢者の介護、見守りや生活支援」、

「少子化・高齢化」が 6件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

地域の人たちのつきあい方

地域文化の伝承

異なる世代との交流

障害のある方や高齢者が暮らし

やすい環境づくり

道路や住宅の整備

雇用・労働環境

ゴミ屋敷・空き家

在宅高齢者の介護、見守りや

生活支援

少子化・高齢化

高齢者の社会参加や生きがい

づくり

子どもの遊び場づくり

子どものしつけや教育、子育て

に関する支援

母子家庭や父子家庭の支援

障がい者の生活支援

子どもや高齢者への虐待、配

偶者への暴力（ドメスティック・

バイオレンス）

医療について

地域活動を行う人材不足

その他

無回答

22.2

77.8

66.7

33.3

22.2

11.1

44.4

66.7

66.7

33.3

11.1

11.1

11.1

33.3

33.3

22.2

22.2

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 11 大地震などの災害に備えて、地域でどのような備えが必要だと思いますか。（防

災用品の備えを除く。）（あてはまるもの３つまでに○） 

「隣近所での避難場所や避難方法を話し合って、決めておく」が 8件、「高齢者や障害者（児）

などの支援を必要とする人たちへの支援体制の整備」が 7 件、「隣近所での住民同士の日頃のつ

ながりと助け合い」が 6件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

隣近所での避難場所や避難方
法を話し合って、決めておく

隣近所での住民同士の日頃の
つながりと助け合い

高齢者や障害者（児）などの支
援を必要とする人たちへの支援
体制の整備

災害時に役立つ専門技術や知
識をもつ人材の育成

防災教育・訓練の実施

心肺蘇生法、応急手当などの
救命講習会の開催

地域の行事などでの防災意識
の啓発

その他

特に備えは必要ない

無回答

88.9

66.7

77.8

22.2

0.0

0.0

22.2

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（３）今後の活動・業務などについて 

問 12 地域課題に取組むための地域の担い手を増やすには、どのようにしたらよいとお

考えですか。（あてはまるすべてに○） 

「ボランティア、市民活動団体（NPO 法人など）の育成・支援（情報の提供など）」、「住民が関

心を持ち、身近に感じてもらえるようにするための、ボランティア・市民活動団体（NPO 法人な

ど）などの紹介や、行事などの開催」、「豊富な経験と知識、技能を持つ高齢者のマンパワーの活

用」が 5件と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

小・中学生が、地域福祉について関
心を深めるための福祉教育の推進

住民が、地域福祉について関心を

深めるための学習の推進

ボランティア、市民活動団体（NPO
法人など）の育成・支援（情報の提

供など）

住民が関心を持ち、身近に感じても

らえるようにするための、ボランティ
ア・市民活動団体（NPO 法人など）

などの紹介や、行事などの開催

豊富な経験と知識、技能を持つ高

齢者のマンパワーの活用

地域における高校・大学との連携

商店、企業などの、地域の担い手と

しての取組の紹介

その他

わからない

無回答

44.4

44.4

55.6

55.6

55.6

33.3

11.1

11.1

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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（４）市の地域福祉について 

問 13 今後、地域福祉・施策を進めるために西脇市はどのような施策に取り組んでいく

べきだと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「地域の見守りの仕組みづくり」、「移動手段の充実」が 5 件、「高齢者や障害のある方の在宅

生活支援」、「地域における身近な相談体制づくり」が 4件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 9 ％

医療サービス体制の充実

地域での交流ができる場の充

実

地域の見守りの仕組みづくり

子育ての支援体制の充実

子どもの頃からの福祉教育の

充実

地域での様々な交流活動の促

進

高齢者や障害のある方の在宅

生活支援

移動手段の充実

公共施設等のバリアフリー化の

推進

地域における身近な相談体制

づくり

セミナーの開催などの人材育成

防犯・交通安全・防災体制の充

実

ボランティアやＮＰＯの育成と活

動支援

犯罪を犯した方の立ち直りと自

立を促す再犯防止に関する取

組

福祉サービスに関する情報の

充実

ひきこもりを抱える家族や本人

に対するサポート

その他

無回答

33.3

33.3

55.6

11.1

33.3

33.3

44.4

55.6

22.2

44.4

0.0

11.1

33.3

0.0

33.3

33.3

0.0

11.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80



12 

２ ボランティア団体 

 

（１）日ごろの活動・業務について 

問１ 貴団体は、どのような活動を行っていますか。（あてはまるすべてに○） 

「高齢者を対象とした福祉活動」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「障害のある方を対象と

した福祉活動」の割合が 56.3％、「子育て支援」、「さまざまな人々が交流できる居場所づくり」

の割合が 18.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

高齢者を対象とした福祉活動

障害のある方を対象とした福祉
活動

子育て支援

青少年育成・支援

地域の清掃・美化

防犯・地域の安全活動

防災活動

さまざまな人々が交流できる居
場所づくり

自助グループ、相互援助グ
ループ

その他

無回答

62.5

56.3

18.8

0.0

0.0

0.0

12.5

18.8

6.3

18.8

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問２ 日頃活動を行っているメンバーは何人ですか。 

「10～29人」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「10人未満」の割合が 43.8％、「30～49人」、

「50～99人」の割合が 0.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問３ 日ごろ活動を行っているメンバーの年齢層は何歳代が中心ですか。「最も多い年

代」と「次に多い年代」を次から選び、下の回答欄に数字を記入してください。 

①最も多い年代 

「60 代」、「70 代」の割合が 43.8％と最も高く、次いで「40 代」の割合が 6.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

②次に多い年代 

「70代」の割合が 31.3％と最も高く、次いで「50代」、「60代」の割合が 25.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

問４ 貴団体は、活動を始めてからどれくらいになりますか。通算の年数でお答えくだ

さい。（１つに○） 

「10年以上」の割合が 68.8％と最も高く、次いで「５年以上 10年未満」の割合が 25.0％、「３

年以上５年未満」の割合が 6.3％となっています。 

 

 

 

 

 

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上 わからない

無回答

10人未満 10～29人 30～49人 50～99人

100 ～299 人 300 人以上 無回答

N =

　 16 43.8 50.0 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

N =

　 16 6.3 43.8 43.8 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

N =

　 16 25.0 25.0 31.3 6.3 12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

　 16 6.3 25.0 68.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５ 貴団体が、活動を行う上で困っていることは、次のどれですか。 

（あてはまるすべてに○） 

「メンバーが高齢化している」の割合が 68.8％と最も高く、次いで「一緒に活動するメンバー

が少ない、不足している」、「後継者が育たない」の割合が 31.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

一緒に活動するメンバーが少な

い、不足している

メンバーが高齢化している

役員のなり手がない

後継者が育たない

活動のための場所の確保が難
しい

活動のための資金の確保が難

しい

行政との連携が取りにくい

同じ分野・活動内容の個人・団

体とのネットワークがない

異なる分野・活動内容の個人・
団体とのネットワークがない

地域の情報が得にくい

専門知識が不足している

活動内容の情報発信が十分で

きていない

その他

特にない

無回答

31.3

68.8

25.0

31.3

6.3

0.0

0.0

6.3

0.0

18.8

0.0

25.0

0.0

12.5

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問６ 地域活動を行う上で、行政にどのような支援を求めますか。 

（あてはまるものに３つまで○） 

「活動の担い手となる人材の育成」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「活動の場所の確保に

関する支援」の割合が 31.3％、「情報発信に関する支援」の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

活動の担い手となる人材の育
成

活動の場所の確保に関する支
援

活動費などの経済的な支援

人的な支援

団体や組織間の連携支援

先進的な活動事例の紹介

専門性を持った人材や団体の
紹介

地域情報の提供

情報発信に関する支援

活動について相談できる機会の
充実

住民への地域福祉に関する意
識の啓発

その他

特にない

無回答

37.5

31.3

18.8

0.0

12.5

0.0

6.3

12.5

25.0

6.3

18.8

0.0

12.5

0.0

0 10 20 30 40 50
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問７ 貴団体は、日頃の活動において必要な情報をどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「社会福祉協議会の窓口、広報紙」の割合が 100.0％と最も高く、次いで「友人、隣近所」、「市

の広報紙、ホームページ」の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

友人、隣近所

市役所の窓口

市の広報紙、ホームページ

社会福祉協議会の窓口、広報
紙

在宅介護支援センター

障害者相談支援事業所

ケアマネジャーやホームヘル
パー

医療機関

民生委員・児童委員

新聞、雑誌、テレビ、ラジオ

インターネット

その他

特にない

無回答

25.0

12.5

25.0

100.0

12.5

0.0

6.3

6.3

6.3

18.8

6.3

18.8

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問８ 貴団体は、市の子ども、高齢者、障害のある方などの福祉に関する情報を入手で

きていますか。（１つに○） 

「ほぼ入手できている」の割合が 56.3％と最も高く、次いで「ほとんど入手できていない」の

割合が 31.3％、「入手できている」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 市からの情報の入手について、どのように感じていますか。 

（あてはまるすべてに○） 

「特に問題は感じていない」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「情報の内容がわかりにくい」

の割合が 25.0％、「情報量が少ない」、「情報伝達が遅い」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入手できている ほぼ入手できている

ほとんど入手できていない 無回答

N =

　 16 12.5 56.3 31.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 16 ％

情報量が少ない

情報伝達が遅い

情報の内容がわかりにくい

視覚障害のある方への音声
コードなど、適切な媒体を通し
ての情報提供が少ない

どこで情報を入手すればよいか
わからない

その他

特に問題は感じていない

無回答

12.5

12.5

25.0

6.3

12.5

6.3

37.5

12.5

0 10 20 30 40 50
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（２）地域の生活課題について 

問 10 ふだんの活動を通じて感じている地域の課題には、どのようなことがあります

か。（あてはまるすべてに○） 

「地域文化の伝承」、「少子化・高齢化」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「地域の人たちの

つきあい方」、「高齢者の社会参加や生きがいづくり」の割合が 43.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

地域の人たちのつきあい方

地域文化の伝承

異なる世代との交流

障害のある方や高齢者が暮らし

やすい環境づくり

道路や住宅の整備

雇用・労働環境

ゴミ屋敷・空き家

在宅高齢者の介護、見守りや

生活支援

少子化・高齢化

高齢者の社会参加や生きがい

づくり

子どもの遊び場づくり

子どものしつけや教育、子育て

に関する支援

母子家庭や父子家庭の支援

障がい者の生活支援

子どもや高齢者への虐待、配

偶者への暴力（ドメスティック・

バイオレンス）

医療について

地域活動を行う人材不足

その他

無回答

43.8

50.0

31.3

37.5

0.0

6.3

31.3

25.0

50.0

43.8

12.5

6.3

6.3

12.5

0.0

6.3

6.3

0.0

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問 11 大地震などの災害に備えて、地域でどのような備えが必要だと思いますか。（防

災用品の備えを除く。）（あてはまるもの３つまでに○） 

「隣近所での住民同士の日頃のつながりと助け合い」の割合が 100.0％と最も高く、次いで「隣

近所での避難場所や避難方法を話し合って、決めておく」、「高齢者や障害者（児）などの支援を

必要とする人たちへの支援体制の整備」の割合が 50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

隣近所での避難場所や避難方
法を話し合って、決めておく

隣近所での住民同士の日頃の
つながりと助け合い

高齢者や障害者（児）などの支
援を必要とする人たちへの支援
体制の整備

災害時に役立つ専門技術や知
識をもつ人材の育成

防災教育・訓練の実施

心肺蘇生法、応急手当などの
救命講習会の開催

地域の行事などでの防災意識
の啓発

その他

特に備えは必要ない

無回答

50.0

100.0

50.0

6.3

25.0

18.8

25.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（３）今後の活動・業務などについて 

問 12 地域課題に取組むための地域の担い手を増やすには、どのようにしたらよいとお

考えですか。（あてはまるすべてに○） 

「小・中学生が、地域福祉について関心を深めるための福祉教育の推進」の割合が 81.3％と最

も高く、次いで「住民が関心を持ち、身近に感じてもらえるようにするための、ボランティア・

市民活動団体（NPO 法人など）などの紹介や、行事などの開催」の割合が 56.3％、「豊富な経験

と知識、技能を持つ高齢者のマンパワーの活用」の割合が 50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

小・中学生が、地域福祉について関
心を深めるための福祉教育の推進

住民が、地域福祉について関心を
深めるための学習の推進

ボランティア、市民活動団体（NPO
法人など）の育成・支援（情報の提
供など）

住民が関心を持ち、身近に感じても
らえるようにするための、ボランティ
ア・市民活動団体（NPO 法人など）
などの紹介や、行事などの開催

豊富な経験と知識、技能を持つ高
齢者のマンパワーの活用

地域における高校・大学との連携

商店、企業などの、地域の担い手と
しての取組の紹介

その他

わからない

無回答

81.3

37.5

43.8

56.3

50.0

18.8

12.5

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（４）市の地域福祉について 

問 13 今後、地域福祉・施策を進めるために西脇市はどのような施策に取り組んでいく

べきだと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「子どもの頃からの福祉教育の充実」の割合が 75.0％と最も高く、次いで「地域での交流がで

きる場の充実」の割合が 68.8％、「地域での様々な交流活動の促進」の割合が 62.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 16 ％

医療サービス体制の充実

地域での交流ができる場の充

実

地域の見守りの仕組みづくり

子育ての支援体制の充実

子どもの頃からの福祉教育の

充実

地域での様々な交流活動の促

進

高齢者や障害のある方の在宅

生活支援

移動手段の充実

公共施設等のバリアフリー化の

推進

地域における身近な相談体制

づくり

セミナーの開催などの人材育成

防犯・交通安全・防災体制の充

実

ボランティアやＮＰＯの育成と活

動支援

犯罪を犯した方の立ち直りと自

立を促す再犯防止に関する取

組

福祉サービスに関する情報の

充実

ひきこもりを抱える家族や本人

に対するサポート

その他

無回答

31.3

68.8

31.3

12.5

75.0

62.5

43.8

56.3

25.0

18.8

31.3

25.0

37.5

6.3

43.8

18.8

0.0

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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３ 地域活動団体 

 

（１）日ごろの活動・業務について 

問１ 貴団体は、どのような活動を行っていますか。（あてはまるすべてに○） 

「さまざまな人々が交流できる居場所づくり」の割合が 100.0％と最も高く、次いで「地域の

清掃・美化」、「防犯・地域の安全活動」の割合が 63.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 11 ％

高齢者を対象とした福祉活動

障害のある方を対象とした福祉
活動

子育て支援

青少年育成・支援

地域の清掃・美化

防犯・地域の安全活動

防災活動

さまざまな人々が交流できる居
場所づくり

自助グループ、相互援助グ
ループ

その他

無回答

45.5

9.1

27.3

0.0

63.6

63.6

36.4

100.0

18.2

27.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問２ 日頃活動を行っているメンバーは何人ですか。 

「50～99人」の割合が 63.6％と最も高く、次いで「10～29人」の割合が 18.2％、「30～49人」、

「100 ～299 人」の割合が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問３ 日ごろ活動を行っているメンバーの年齢層は何歳代が中心ですか。「最も多い年

代」と「次に多い年代」を次から選び、下の回答欄に数字を記入してください。 

①最も多い年代 

「60代」の割合が 90.9％と最も高く、次いで「50代」の割合が 9.1％、「10代」、「20代」の割

合が 0.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

②次に多い年代 

「50代」の割合が 63.6％と最も高く、次いで「70代」の割合が 27.3％、「40代」の割合が 9.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

問４ 貴団体は、活動を始めてからどれくらいになりますか。通算の年数でお答えくだ

さい。（１つに○） 

「10年以上」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「５年以上 10年未満」の割合が 18.2％、「１

年以上３年未満」、「３年以上５年未満」の割合が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上 わからない

無回答

10人未満 10～29人 30～49人 50～99人

100 ～299 人 300 人以上 無回答

N =

　 11 18.2 9.1 63.6 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

N =

　 11 9.1 90.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

N =

　 11 9.1 63.6 27.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

　 11 9.1 9.1 18.2 54.5 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



24 

問５ 貴団体が、活動を行う上で困っていることは、次のどれですか。 

（あてはまるすべてに○） 

「メンバーが高齢化している」の割合が 72.7％と最も高く、次いで「役員のなり手がない」、

「後継者が育たない」、「活動内容の情報発信が十分できていない」の割合が 45.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 11 ％

一緒に活動するメンバーが少な

い、不足している

メンバーが高齢化している

役員のなり手がない

後継者が育たない

活動のための場所の確保が難
しい

活動のための資金の確保が難

しい

行政との連携が取りにくい

同じ分野・活動内容の個人・団

体とのネットワークがない

異なる分野・活動内容の個人・
団体とのネットワークがない

地域の情報が得にくい

専門知識が不足している

活動内容の情報発信が十分で

きていない

その他

特にない

無回答

27.3

72.7

45.5

45.5

27.3

27.3

0.0

18.2

18.2

18.2

18.2

45.5

9.1

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80



25 

問６ 地域活動を行う上で、行政にどのような支援を求めますか。 

（あてはまるものに３つまで○） 

「活動費などの経済的な支援」の割合が 63.6％と最も高く、次いで「活動の担い手となる人材

の育成」、「団体や組織間の連携支援」の割合が 36.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 11 ％

活動の担い手となる人材の育
成

活動の場所の確保に関する支
援

活動費などの経済的な支援

人的な支援

団体や組織間の連携支援

先進的な活動事例の紹介

専門性を持った人材や団体の
紹介

地域情報の提供

情報発信に関する支援

活動について相談できる機会の
充実

住民への地域福祉に関する意
識の啓発

その他

特にない

無回答

36.4

18.2

63.6

0.0

36.4

27.3

18.2

9.1

18.2

0.0

27.3

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問７ 貴団体は、日頃の活動において必要な情報をどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「市の広報紙、ホームページ」の割合が 63.6％と最も高く、次いで「新聞、雑誌、テレビ、ラ

ジオ」の割合が 36.4％、「友人、隣近所」、「インターネット」の割合が 27.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 11 ％

友人、隣近所

市役所の窓口

市の広報紙、ホームページ

社会福祉協議会の窓口、広報
紙

在宅介護支援センター

障害者相談支援事業所

ケアマネジャーやホームヘル
パー

医療機関

民生委員・児童委員

新聞、雑誌、テレビ、ラジオ

インターネット

その他

特にない

無回答

27.3

18.2

63.6

9.1

0.0

0.0

9.1

0.0

0.0

36.4

27.3

9.1

9.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問８ 貴団体は、市の子ども、高齢者、障害のある方などの福祉に関する情報を入手で

きていますか。（１つに○） 

「ほとんど入手できていない」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「ほぼ入手できている」の

割合が 36.4％、「入手できている」の割合が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 市からの情報の入手について、どのように感じていますか。 

（あてはまるすべてに○） 

「情報量が少ない」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「情報伝達が遅い」、「特に問題は感じ

ていない」の割合が 27.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入手できている ほぼ入手できている

ほとんど入手できていない 無回答

N =

　 11 9.1 36.4 54.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 11 ％

情報量が少ない

情報伝達が遅い

情報の内容がわかりにくい

視覚障害のある方への音声
コードなど、適切な媒体を通し
ての情報提供が少ない

どこで情報を入手すればよいか
わからない

その他

特に問題は感じていない

無回答

54.5

27.3

18.2

18.2

18.2

0.0

27.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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（２）地域の生活課題について 

問 10 ふだんの活動を通じて感じている地域の課題には、どのようなことがあります

か。（あてはまるすべてに○） 

「地域文化の伝承」の割合が 81.8％と最も高く、次いで「少子化・高齢化」の割合が 63.6％、

「障害のある方や高齢者が暮らしやすい環境づくり」、「ゴミ屋敷・空き家」の割合が 45.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 11 ％

地域の人たちのつきあい方

地域文化の伝承

異なる世代との交流

障害のある方や高齢者が暮らし

やすい環境づくり

道路や住宅の整備

雇用・労働環境

ゴミ屋敷・空き家

在宅高齢者の介護、見守りや

生活支援

少子化・高齢化

高齢者の社会参加や生きがい

づくり

子どもの遊び場づくり

子どものしつけや教育、子育て

に関する支援

母子家庭や父子家庭の支援

障がい者の生活支援

子どもや高齢者への虐待、配

偶者への暴力（ドメスティック・

バイオレンス）

医療について

地域活動を行う人材不足

その他

無回答

9.1

81.8

27.3

45.5

27.3

0.0

45.5

27.3

63.6

27.3

9.1

0.0

9.1

9.1

0.0

0.0

36.4

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 11 大地震などの災害に備えて、地域でどのような備えが必要だと思いますか。（防

災用品の備えを除く。）（あてはまるもの３つまでに○） 

「高齢者や障害者（児）などの支援を必要とする人たちへの支援体制の整備」の割合が 81.8％

と最も高く、次いで「隣近所での避難場所や避難方法を話し合って、決めておく」の割合が 72.7％、

「隣近所での住民同士の日頃のつながりと助け合い」の割合が 45.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 11 ％

隣近所での避難場所や避難方
法を話し合って、決めておく

隣近所での住民同士の日頃の
つながりと助け合い

高齢者や障害者（児）などの支
援を必要とする人たちへの支援
体制の整備

災害時に役立つ専門技術や知
識をもつ人材の育成

防災教育・訓練の実施

心肺蘇生法、応急手当などの
救命講習会の開催

地域の行事などでの防災意識
の啓発

その他

特に備えは必要ない

無回答

72.7

45.5

81.8

18.2

18.2

0.0

36.4

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（３）今後の活動・業務などについて 

問 12 地域課題に取組むための地域の担い手を増やすには、どのようにしたらよいとお

考えですか。（あてはまるすべてに○） 

「ボランティア、市民活動団体（NPO 法人など）の育成・支援（情報の提供など）」の割合が

81.8％と最も高く、次いで「豊富な経験と知識、技能を持つ高齢者のマンパワーの活用」の割合

が 54.5％、「住民が、地域福祉について関心を深めるための学習の推進」、「住民が関心を持ち、

身近に感じてもらえるようにするための、ボランティア・市民活動団体（NPO 法人など）などの

紹介や、行事などの開催」の割合が 45.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 11 ％

小・中学生が、地域福祉について関
心を深めるための福祉教育の推進

住民が、地域福祉について関心を

深めるための学習の推進

ボランティア、市民活動団体（NPO
法人など）の育成・支援（情報の提

供など）

住民が関心を持ち、身近に感じても

らえるようにするための、ボランティ
ア・市民活動団体（NPO 法人など）

などの紹介や、行事などの開催

豊富な経験と知識、技能を持つ高

齢者のマンパワーの活用

地域における高校・大学との連携

商店、企業などの、地域の担い手と

しての取組の紹介

その他

わからない

無回答

18.2

45.5

81.8

45.5

54.5

27.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（４）市の地域福祉について 

問 13 今後、地域福祉・施策を進めるために西脇市はどのような施策に取り組んでいく

べきだと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「地域での交流ができる場の充実」、「地域の見守りの仕組みづくり」、「子どもの頃からの福祉

教育の充実」、「地域での様々な交流活動の促進」の割合が 45.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 11 ％

医療サービス体制の充実

地域での交流ができる場の充

実

地域の見守りの仕組みづくり

子育ての支援体制の充実

子どもの頃からの福祉教育の

充実

地域での様々な交流活動の促

進

高齢者や障害のある方の在宅

生活支援

移動手段の充実

公共施設等のバリアフリー化の

推進

地域における身近な相談体制

づくり

セミナーの開催などの人材育成

防犯・交通安全・防災体制の充

実

ボランティアやＮＰＯの育成と活

動支援

犯罪を犯した方の立ち直りと自

立を促す再犯防止に関する取

組

福祉サービスに関する情報の

充実

ひきこもりを抱える家族や本人

に対するサポート

その他

無回答

18.2

45.5

45.5

18.2

45.5

45.5

45.5

45.5

27.3

36.4

9.1

36.4

36.4

0.0

9.1

9.1

0.0

18.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80


